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　第 43 期となるこの研修会は、第 1 回：2012 年 10 月 25 日、第 2 回：2013 年 1 月 24 日、第
3 回：2013 年 10 月 21 日、第 4 回：2014 年 1 月 21 日、第 5 回：2014 年 3 月 11 日に開催し、
受講者は神奈川民医連の院所において医療や福祉の現場において職責者（主任、副主任、現場
責任者等）を担う、保健医療福祉の専門職及び事務である。全体を通しての参加者は表 1 にあ
職種 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 計
看護師 11 8 10 7 4 40
作業療法士 1 1 3 5
理学療法士 1 3 4
診療放射線技師 1 2 1 4
臨床検査技師 1 1
薬剤師 2 2 1 1 3 9
介護福祉士 4 7 2 1 14
社会福祉士 1 1 2
精神保健福祉士 1 1




調理師 1 2 3
事務 6 5 1 3 6 21
計 27 28 20 13 21 109
表 1　職種別参加者数
















































































































































































































































































































1）　「性的マイノリティ :『授業で触れず』教員 8 割　7 割『教える必要ある』」毎日新聞，2014 年 10
月 29 日
2）　「『人権』を考える・神奈川民医連」民医連新聞，2013 年 3 月 4 日
3）　「興味深人　同性愛者のカミングアウト」北海道新聞，2014 年 5 月 26 日
4）　「国内市場 5.7 兆円『LGBT 市場』を攻略せよ」『週刊ダイヤモンド』（2012 年 7 月 14 日号）
5）　日本政府観光局（JNTO）







年 12 月 1 日閲覧）





　　（http://api-net.jfap.or.jp/status/2013/13nenpo/bunseki.pdf）（2014 年 12 月 1 日閲覧）
11）　田中直樹（2013）「性的マイノリティ研修を導入して～新たな人権学習の取り組み～」（神奈川民
医連教育委員会作成スライド）より
12）　マキセチトセ BLOG「『LGBT』フレンドリーなら何やってもいいのか？」（2014 年 5 月 2 日）
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日高庸晴ほか（2008）「わが国における都会の若者の自殺未遂経験割合とその関連要因に関する研究」
（http://www.health-issue.jp/suicide/index.html#nav07）
宮内洋ほか（2007）『あなたは当事者ではない〈当事者〉をめぐる質的心理学研究』北大路書房
三浦玲一ほか（2013）『ジェンダーと「自由」　理論、リベラリズム、クィア』彩流社
湯浅誠（2008）『反貧困　―「すべり台社会」からの脱出』岩波新書
渡辺大輔（2005）「若年ゲイ男性の学校内外での関係づくり：学校空間がもつ排除と分断の政治の検討
にむけて」『教育学研究』72（2），日本教育学会
付　記
　この研修会は神奈川民医連の人権学習への果敢な挑戦があって、実施することができた。研
修会開催に際し、事前打ち合わせ等を入念に行うことができたが、それは神奈川民医連事務局・
倉石奈津美氏、田中直樹氏の尽力によるところが大きい。氏らの信念を持った人権学習への多
角的な視座の提供が、今次の性的マイノリティについての人権研修会につながった。各回のア
ンケートや感想文等は神奈川民医連教育委員会の提供によるものである。ここに謝意を申し上
げる。
 （すぎやま　たかし　　社会福祉学部非常勤講師）
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